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美しく衣替え　校舎の大規模改修終了
　菊陽北小学校は、平成29年度は教室、平成30年度

は図書室、家庭科室など特別教室、令和元年度は、職

員室、理科室、音楽室、校長室、事務室など学校の中

央部分の改修を行いました。

　事務室と校長室が１階へ移動し、バリアフリーの玄

関になったことで、誰もが訪問しやすい学校になりま

した。理科室は、以前の児童対面型の教室から児童が

黒板を向いて座る教室になり、子どもたちが集中して

授業に臨む姿が見られます。
手すりやスロープが設置された改修後の玄関

人権啓発標語 「はっとした　友だちに言った　あの言葉」 武蔵ヶ丘小学校　３年　大石　慧
けい
（現在４年生）

　わたしは、菊陽西小
学校の体育館で福祉
体験をしました。
　まず、最初に「車い
す体験」をしました。
わたしは、車いすに
座ったことも押した
こともなかったので、
ドキドキしました。車
いすに座ると友だち

がやさしく押してくれました。もし、らんぼうに押さ
れたら、こわかったと思います。わたしは、車いすに
座るひとのことを考えることが大切だと思いました。
　次に「高齢者体験」をしました。うでや足に「おも
り」をつけて動くときに苦しかったです。また、目に
めがねをかけて、新聞も読んでみましたが、近づかな
いと文字が見えなくて困りました。おばあさんになっ
たら、こんなふうになるのかなぁと思いました。
　最後に目かくしをして「視覚しょうがい体験」をし
ました。目かくしをした友だちをかい助するときは、
ケガをしないように気をつけました。次に、お金をさ
わって、何円か当てる体験をしました。お金にはギザ

ギザの印があることで、いくらなのか分かりやすく
なっていることを知りました。福祉体験では大切なこ
とをたくさん学びました。これからも福祉体験に参加
していきたいと思います。
　そして、福祉が「ふだんの　くらしの　しあわせ」
であることをみんなに広めて、幸せな菊陽町にしたい
です。

（先生から）
　菊陽西小学校では４年生が総合的な学習の時間を通して、
町の社会福祉協議会と連携して福祉体験の学習をしていま
す。目が不自由な人、耳が不自由な人、車椅子で生活され
ている人のお話を聞いたり、交流をしたりすることを通し
て、相手の気持ちになって考えていくことの大切さを学び
ました。アイマスク体験、高齢者体験、車椅子体験では、
声かけや助け合いの大切さを体感していきました。「福祉」
とはみんなが幸せになるための活動であることを学んだ子
どもたちは、「安心して過ごせる優しい学校や町」を作るた
め自分たちにできることを考えていきます。相手のことを
知ること、相手の気持ちを考えること、困っている人がい
たら知らんふりをしないこと、勇気を出して声をかけるこ
とを毎日の生活の中でがんばっています。

「福祉体験で学んだこと」 菊陽西小学校　４年　齋藤　七
な

菜
な
（現在５年生）

はじめての車いす体験（作者右）

　平成28年（2016年）「障害者差別解消法」が施行されました。この法には次の二つの大切な視点があります。
（１）「不当な差別的取り扱い」の禁止（国・都道府県・市町村などの役所やお店などの事業者が、障がいのある人
に対して正当な理由がなく、障がいを理由として差別することの禁止）（２）「合理的配慮」の提供（障がいのある
人から社会の中にある障壁を取り除くために何らかの対応を必要としているとの意思が伝えられたときに負担が
重すぎない範囲で対応すること）です。この法律に貫かれている障がい者差別の捉え方は以前の「医学モデル」
から「社会モデル」への転換です。差別解消のために変わるべきは障がい者自身ではなく社会の在り方にありま
す。例えば、車いすを使用しているから４階の会議室に行けないという捉え方ではなく、エレベーターがないか
ら４階の会議室に行けないという捉え方です。今年の４月１日に「手話が言語であることを市民が認識し、ろう
者が手話を使用して安心して暮らすことのできる地域社会の実現」を目的とし「熊本市手話言語条例」ができま
した。言語としての手話への認識が私たち・社会に求められています。豊かな文化としての手話などをとおして
共に生き合える共生社会を実現していきたいものです。次の手話はどのような意味になると思いますか？ 　 　

「医学モデル」から「社会モデル」への転換
～共に生きあう共生社会をめざして～

まとめてこの手話は
Ｉ ＬＯＶＥ ＹＯＵ（アイラブユー）
を意味しています。
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